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ルカンドがそれぞれ 14 議席，チャッティースガルが 11 議席，北東諸州の合計
が 11 議席となっており，合計で 113 議席である。
このうち今回の選挙では，インド人民党（BJP）が前回 2009 年の 23 議席か



















































































全インド・全インド平均 1,210,569,573 39,961 5.8 31.2 16.6 8.6 73.0 80.9 64.6






ジャナター・ダルが 20 議席（前回 2009 年選挙より 6議席アップ），西ベンガル
では全インド草の根会議派（AITC）が 34 議席（15 議席アップ）を得ている。
１. 　オディシャ州：ビジュー・ジャナター・ダルの大勝
オディシャ州はベンガル湾に臨む東部の沿岸地域と，天然資源に恵まれた
西部の丘陵地帯からなる。2011 年のセンサスによると人口は 4197 万人であり，








は 2万 5891 ルピーであり，全国平均の 3万 9961 ルピーの 6割強しかない。ま
た 2004 年度から 2013 年度までの一人当たりSDPの年平均成長率は 4.3%であ
り，この値も全インド平均の 5.8%を相当程度下回っている。
オディシャ州の連邦下院議員定数は 21 であり，そのうちSTs，SCsの留保
議席はそれぞれ 5議席，3議席である。1980 年から 1990 年まで，1995 年から
1999 年まで州政権を担当した会議派J.B.パトナイクは国民会議派中央政府との











ビジュー・ジャナター・ダルとBJPの選挙協力は 1998 年から 2009 年まで続
いていたが，BJP系のヒンドゥー主義の団体が深刻な宗派暴動を引き起こした









連邦下院選挙では定数 21 のうち，ビジュー・ジャナター・ダルが 20 議席，
得票率で 44.1%と圧勝をおさめた（表 3.2）。BJPは得票率を 5%ポイントほど伸
ばし 21.5%，大臣経験をもつなど経験豊富な候補者が 1議席を得た。会議派は
表 3.2 オディシャ州の連邦下院および州議会選挙結果


















































その他 0 1 1 0
州議会選挙結果（定数 147）




































































ドの人口は 3299 万人であり，そのうちSCsは 12.1%，STsは 26.2%，都市人口
比率は 24.0%，識字率は 66.4%であった（表 3.1）。STsの人口比が高いこと，識
字率が低いことが顕著である。2001 年のセンサスではムスリムが 13.8%，4.1%
がクリスチャンであった。経済面では，2013 年度の一人当たりSDPは 3万 91
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誕生した州で，2011 年には，人口は 2555 万人であり，そのうちSCsは 12.8%，
表 3.3 ジャールカンド州の連邦下院選挙結果

































































STsは 30.6%，都市人口比率は 23.2%，識字率は全体で 70.3%であった（表
3.1）（３）。STsの人口比が高く，とくに女性の識字率が低いという特徴がある。
2001 年のセンサスでは，ヒンドゥー教徒が 94.7%とその比率が高く，またヒン
ディー語を話す人口が 8割を超えていた。連邦下院議員定数は 11 であり，そ
のうちSCsの留保議席は 1，STsの留保議席は 4である。2013 年度の一人当た
















は 2013 年の州議会選挙では全 90 議席のうち 39 を得て善戦したが，今回の連
邦下院選挙では士気が低かった。結果は，投票率は 69.5%と高く，今回も前回












のセンサスでは 9128 万人であった（表 3.1）（４）。都市人口比率も 31.9%とほか
の東部諸州と比べて高く，SCsの比率は 23.5%，STsは 5.8%，識字率は 76.3%
である。2001 年のセンサスではヒンドゥー教徒が 72.5%，ムスリムが 25.2%で
ある。ムスリムとSCsの比率が相対的に高いことが特徴である。2013 年度の一
人当たりSDPは 3万 7511 ルピーであり，全インド平均には及ばないものの東





2000 年に自由化政策路線に転じた後も，2004 年の連邦下院選挙，2006 年の州
議会選挙と勝利し，おおむね支持されていたが，州政権が進めようとしたタタ
表 3.4 チャッティースガルの連邦下院および州議会選挙結果


















































































の連邦下院選挙で躍進し，さらに 2011 年の州議会選挙で 294 議席のうち 184









結果は，AITCが 34 議席を獲得し，前回と比較して議席数で 15，得票率で
およそ 8%ポイント伸ばして 39.4%を得て大勝した。また，BJPは，議席数は 2
議席と 1議席を積み増すにとどまったものの，投票率を前回の 6.1%から 16.8%
に大幅に伸ばし，会議派を抜き第 3位の票を得ており，躍進といえる。これ
に対し，CPI（M）は得票率こそAITCに次ぐ 22.7%を得たものの，前回からお
よそ 10.4%ポイント減らし，獲得議席も 9議席から 2議席に後退して大敗した。
表 3.5 西ベンガル州の連邦下院選挙結果























































































て作成。       
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紅茶の生産で有名なアッサム州は，2011 年のセンサスでは人口は 3121 万





員定数は 14 であり，そのうちSCsの留保議席は 1，STsへの留保議席は 2であ
る。2013 年度の一人当たりSDPは，2万 4533 と東部諸州のなかでもっとも低


















2009 年連邦下院選挙時に 1議席を獲得した。また 2009 年選挙時には，BJPと













全 14 議席のうち 7議席を獲得した。投票率が 79.9%と高かったことも今回の
選挙の特徴である。会議派は得票率を 5%ポイント減らし，議席も 7議席か
ら 3議席に後退した。その友党であるボド人民戦線も議席を失った。そのほ













ラム，シッキムはそれぞれ 1議席で合計 11 議席ある（７）。この 11 議席のうち
2009 年選挙では会議派が 6議席，CPI（M）が 2議席，ナショナリスト会議派






































































その他 2 1 0 1
（出所）　ElectionCommissionofIndiaウェブサイトのデータ，木村ほか（2006）および上田ほか（2011）を参
照して作成。       
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8 議席は会議派 5議席，CPI（M）2議席，シッキム民主戦線 1議席という結果
となった。
アルナーチャル・プラデーシュ：会議派 1 議席を維持したもののBJPが 1 議席
を奪取
中国との国境紛争地区を抱えるアルナーチャル・プラデーシュ州の人口は，
2011 年のセンサスでは 138 万人であり，STsは 68.8%，2012 年度の一人当たり























































































































ナガランドは 2011 年には人口 198 万人，STs比率は 86.5%である（表 3.7）。




2009 2014 2009 2014
アルナーチャル・ 有権者数　（人） 734,541 759,387 シッキム（定数１） 有権者数　（人） 300,584 370,611
プラデーシュ（定数２） 投票率　（％） 65.3 78.6 投票率　（％） 83.8 83.4
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
BJP 0 37.2 1 46.1 シッキム民主戦線 1 63.3 1 53.0
会議派 2 51.1 1 41.2 シッキム革命戦線 − − 0 39.5
ナガランド（定数１） 有権者数　（人） 1,321,878 1,182,948 BJP 0 1.8 0 2.4
投票率　（％） 90.0 87.8 会議派 0 29.6 0 2.3
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） メガラヤ（定数２） 有権者数　（人） 1,277,739 1,567,241
ナガランド人民戦線 1 70.0 1 68.7 投票率　（％） 64.4 68.8
会議派 0 29.4 0 30.1 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
マニプル（定数２） 有権者数　（人） 1,735,982 1,774,325 会議派 1 44.8 1 37.9
投票率　（％） 77.2 79.6 国家人民党（NPP） − − 1 22.2
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 統一民主党 0 15.1 0 9.9
会議派 2 43.0 2 41.7 BJP − − 0 8.9
ナガランド人民戦線 − − 0 19.9 ナショナリスト会議派党（NCP） 1 18.8 − −
インド共産党（CPI） 0 14.9 0 14.0 トリプラ（定数２） 有権者数　（人） 2,082,206 2,388,819
BJP 0 9.5 0 11.9 投票率　（％） 84.5 84.7
ミゾラム（定数１） 有権者数　（人） 629,374 702,170 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
投票率　（％） 51.8 61.7 インド共産党（マルクス主義）（CPI（M）） 2 61.7 2 64.0
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 会議派 0 30.8 0 15.2
会議派 1 65.6 1 48.6 全インド草の根会議派（AITC） 0 0.6 0 9.6














2009 2014 2009 2014
アルナーチャル・ 有権者数　（人） 734,541 759,387 シッキム（定数１） 有権者数　（人） 300,584 370,611
プラデーシュ（定数２） 投票率　（％） 65.3 78.6 投票率　（％） 83.8 83.4
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
BJP 0 37.2 1 46.1 シッキム民主戦線 1 63.3 1 53.0
会議派 2 51.1 1 41.2 シッキム革命戦線 − − 0 39.5
ナガランド（定数１） 有権者数　（人） 1,321,878 1,182,948 BJP 0 1.8 0 2.4
投票率　（％） 90.0 87.8 会議派 0 29.6 0 2.3
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） メガラヤ（定数２） 有権者数　（人） 1,277,739 1,567,241
ナガランド人民戦線 1 70.0 1 68.7 投票率　（％） 64.4 68.8
会議派 0 29.4 0 30.1 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
マニプル（定数２） 有権者数　（人） 1,735,982 1,774,325 会議派 1 44.8 1 37.9
投票率　（％） 77.2 79.6 国家人民党（NPP） − − 1 22.2
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 統一民主党 0 15.1 0 9.9
会議派 2 43.0 2 41.7 BJP − − 0 8.9
ナガランド人民戦線 − − 0 19.9 ナショナリスト会議派党（NCP） 1 18.8 − −
インド共産党（CPI） 0 14.9 0 14.0 トリプラ（定数２） 有権者数　（人） 2,082,206 2,388,819
BJP 0 9.5 0 11.9 投票率　（％） 84.5 84.7
ミゾラム（定数１） 有権者数　（人） 629,374 702,170 議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%）
投票率　（％） 51.8 61.7 インド共産党（マルクス主義）（CPI（M）） 2 61.7 2 64.0
議席数 得票率（%） 議席数 得票率（%） 会議派 0 30.8 0 15.2
会議派 1 65.6 1 48.6 全インド草の根会議派（AITC） 0 0.6 0 9.6
無所属 0 32.2 0 47.2 BJP 0 3.4 0 5.7
（出所）ElectionCommissionofIndiaウェブサイトのデータより作成。
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メガラヤ：会議派が 1 議席，国家人民党（NPP）が 1 議席
2011 年センサスによると，メガラヤの人口は 297 万人，そのうちSTsは
86.1%である（表 3.7）。歴史的に会議派の地盤であるが，州会議派内の権力闘
争があり，不安定な状況が続いている。D.D.ラパンが 2010 年に辞任したのち，
ムクル・サングマが州首相に就任し，2013 年の州議会選挙では 60 議席のうち






を受けた会議派現職が 20.9 万票を得て次点（無所属候補）に 4万票あまり差を






一人当たりSDPは 7万 5137 ルピーと全インド平均の 2倍あまり，その 2004
年度から 2012 年度までの成長率は 13.8%であった（表 3.7）。STs比率はインド
平均よりも高いものの，北東諸州のなかでは少ない。2001 年のセンサスでは，
ネパール系がおよそ 75%を占め，宗教ではヒンドゥーが 61%，仏教徒が 28%






挙は州議会選挙と同時選挙であった。2004 年州議会選挙では全 32 議席のうち
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31，2009 年の選挙では 32 議席すべて，シッキム民主戦線が獲得してきた。シ
ッキム革命戦線は 20 年に及ぶチャムリンのいわば独裁を非難し，変化をスロ
ーガンにした。州議会選挙ではシッキム民主戦線が 32 議席のうち 22 議席を






期は 1994 年から 20 年あまりとなり，西ベンガル州首相を 23 年務めたジョテ
ィ・バスー（CPI（M））の記録に迫ることになる。
マニプル：会議派が 2 議席を維持
マニプルの人口は 257 万人，STs比率は 35.1%である（2011 年，表 3.7）。一
人当たりSDPは 2012 年度には 2万 3996 ルピー，その 2004 年度からの年平均
成長率は 3.2%と経済状況はインド平均を大きく下回り，北東諸州のなかでも




ある。会議派が 2議席ともに現職をたて，得票率 41.7%を得て 2議席ともに獲
得した（表 3.8）。ただし，インナー・マニプル選挙区では会議派が次点のイン
ド共産党に 10 万票近くの差をつけたが，アウター・マニプル選挙区では次点
のナガランド人民戦線の候補者との差は 1.5 万票と僅差であった。BJPも 2 議
席ともに争ったが伸びず，マニプルではモディ・ウェーヴは広がらなかった。
ミゾラム：現職会議派が 1 議席を維持
ミゾラムは人口 110 万人，STsは 94.4%である（表 3.7）。一人当たりSDPは


















が 8.0%，キリスト教徒，仏教徒がいずれもおよそ 3%であった。2012 年度の




議会選挙でも全 60 議席のうち 50 議席を得た（残り 10 議席は会議派）。州首相
はCPI（M）のマニク・サルカルであり，1998 年より州首相を連続して 4期務
めている。今回の連邦議会選挙でもCPI（M）がいずれの選挙区でも次点の会
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